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5．事例からみ た脳性まひ発症の原因と予防対策 ：産科医療補償制度再発防止に関する報告書か ら

3）子宮破裂症例か らみた帝王切開既往妊婦の 経腟分娩管理

国保旭 中央病院 小 林 康 祐

　子宮破裂は，分娩時や稀に妊娠中に起 こ る子宮

の 裂傷で ，発症 は突発的で あ り，児の 娩出や子宮

破裂部位の 縫合 または子宮摘出術な ど，迅速な診

断 と適切な対応が求め られる疾患で ある．そ して，

未だそ の 早期発見 の ため の 予兆や危険因子 を認め

た場合の 管理指針が 明確にされない 部分 も多 く，

予 防は難 しい の が現状で ある．

　発症原因よ り，帝王切開の 既往や，子宮筋腫核

出術，子宮奇形手術後など の 子宮筋層の瘢痕部位

に発症する子宮瘢痕破裂，人工操作が加わ らずに

自然 に発症する 自然子宮破裂，急速 な分娩や子宮

収縮 に よる過強陣痛，吸引 ・鉗子 ・子宮底部圧迫

法な どに よ り発症する外傷性子宮破裂な どに分類

で きる．

　中で も，以前施行 した帝王切開術 の瘢痕部離解

の 頻度が最も高く，その妊娠 ・分娩管理に は注意

が必要 となる．と くに，帝王切開既往妊婦が経腟

分娩 を試み る こ とを希望 した （TOLAC ）際に は，

子宮破裂の 可能性を常に念頭に お き，以 前の 帝王

切 開時の 術式 や術前後 の 情報 を把 握す る と と も

に，『産婦人科診療ガイ ドライ ン産科編 2014』内の

記載 を十分検討する こ とで ，本当に TOLAC が可

能か否か を評価する．そ して
， 妊娠経過中や分娩

時に は，子宮破裂を示唆する異常徴候の早期発見

と，その 迅速な対応 につ とめ る．また，子宮破裂

の 最初の徴候が胎児心拍数モ ニ タ リ ングにおける

胎児の
一

過性徐脈で ある事例が ある こ とか ら，モ

ニ タ リ ン グ を不用意に中断した り，異常所見 を見

逃す こと の ない ようにする、そ して，各施設で は，

緊急帝王切 開術が迅速に行えるよ うに，各部署で

の 手順 を 日頃か ら確認 して お くこ とが重要で あ

る．

4）ク リス テ レ ル 胎児圧 出法につ い て 再考する

東京女子医科大 学 牧 野 康 男

　「ク リ ス テ レ ル 胎児圧 出法 （子宮底圧迫法）」は

Kristellerが 1867年に初 め て提 唱 した 手技 で あ

る．「産婦 人科診療ガ イ ドラ イ ン 産科編 2014 ：以

下 CQ406」にお い て，子宮底圧追法の 手技は
， 最

初 に脊椎 に対 し て 30〜40度の 角度で子宮底 に手

を置き，骨盤に 向か っ て 子宮底をや さ し く圧 をか

け ， 圧 をかける際に は母体の 脊椎を圧迫 しない よ

うに脊椎 に 対 し て 90度の 角度で 持続的に 子宮底

を押 し，子宮の 収縮 と収縮の 間で は子宮底 の 上方

をし っ か りと圧 をかける こ とが提唱 され て い る．

　 日本産婦人科医会医療安全部か らの 「子宮底圧

迫法に つ い て の 調査報告」（2014年）にお い て，子

宮破 裂 6例が報告 されて お り，発症率は O．OO15％
で あ っ た ．さ らに膀胱破裂 1例，子宮内反症 1例
が報告 されて お り，

こ れ らの 有害事象と本法との

直接的な因果関係は不明で あるが，こ の 様 な事例

があるこ とには注意が必要である．

　子宮底圧 迫法の 実施条件は
，

1）急速遂娩が必要

と判断され る　2）子宮口全開大，か つ 先進部がス

テ
ーシ ョ ン ＋ 4〜 ＋ 5 に達し て い る．ある い は 「吸

引 ・鉗子分娩時 の 補助 として必要」 と判断される

3）双胎第
一

子で は ない 　4）手技者は分娩台の か

たわ らに立ち実施する　 5）陣痛発作 に合 わせ て実

施 　6）実施回数は 5 回以 内　とされて い る （CQ
406）．「産科医療補償制度再発防止委員会の 第 4 回

再発 防止 に関する報告書」 にお ける脳性麻痺に 関

する 160事例 の 報告にお い て ，実施回数が 6 回以

上 施行されて い た事例が 5例あ り，そ の 他に も前

述 の 実施条件 を逸脱 して い る事例が報告されて い

る．

　本講演で は，産科医療補償制度再発防止委員会

に 関する報告書を中心 に，子宮底圧迫法 に関連 し

た脳性麻痺の 事例 に つ い て述べ る予定で ある．
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